
Module (Module in Jap) Credit MTM MSc MPH
Basic Human Biology 1
Tropical Medicine 2
Tropical Medicine 2
Global Health 2
Global Health 1
Global environment and health 2

10
Epidemiology I 2
Statistics for Population Health I 2
Research Ethics 1

5
Field Trip 1
Long Term Practicum 2

3
Medical Microbiology I I 1
Medical Microbiology 2
Medical Microbiology 2
Immunology 1
Biotechnology 1
Pathology 1

8
Clinical Tropical Medicine (Syndrome) 2

Clinical Tropical Medicine (Regional) 1

3

Epidemiology II 1
Statistics for Population Health II 1

2

Medical Zoology 2

2

Reproductive Health/Gende 1
Child Health 1
Community Health 1
Child Health 1
Reproductive Health/Gender 1
Nutrition 1
Community Health 1
Health Humanitarian Assistance I 1
Health Humanitarian Assistance 1

9
Health Promotion 1
Medical Anthropology I 1
Quantitative Social Research 1
Qualitative Research Method 1
Health Promotion 1
Medical Anthropology 1
Demography 1
Social Science Approach in the Global
Health Research 1

8
Health Economics 1
Health System and Policy I 1
Project and Programme Management in
International Health 1

Official Development Assistance 1
Health Finance 1
Development Economics 1
Health System and Policy 1
Development Assistance 1
Project and Programme Management in
International Health 1

Social Entrepreneurship 1
10

Global Health Seminar 2
Global Health Tutorial I 1
Global Health Tutorial II 1
Health Innovation Tutorial I 2
Health Innovation Tutorial II 4

10
70 30 30 30

30 24 28

0 6 2

Seminars and Tutorials

Subtotal
Total

Credits required for the completion of the
course

 Compulsory Credits 

 Elective Credits

Social/Behavioral Science
Module Group

Subtotal

Heath Policy/ Management
Module Group

Subtotal

Subtotal
Epidemiology/ Statistics Module
Group

Subtotal
Environment/ Sanitation Module
Group

Subtotal

International Community Health
Module Group

Subtotal

Fieldwork

Subtotal

Advanced Modules

Scientific Basis of Tropical
Medicine Module Group

Subtotal
Clinical Tropical Medicine
Module Group

Classification / Module Groups

Introduction to Global Health Modules

Subtotal

Research Methods Modules

Subtotal
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想
定
さ
れ
る
出
口

①
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
研
究
員
。
国
際
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
研
究
成
果
を
創
出
。
例
え
ば
、
L
S
H
T
M
が
複
数
の
大
学

と
共
同
で
推
進
す
る
ワ
ク
チ
ン
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
感
染
症
対
策
介
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

②
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
高
度
専
門
家
。
国
際
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
担
当
。
例
え
ば
、
日
英
が
共
同
で
推
進
す
る

第
3
国
に
お
け
る
U
H
C
推
進
介
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

③
上
記
，
①
，
②
に
か
か
わ
る
よ
う
な
，
国
際
機
関
，
国
内
機
関
（J
IC
A
等
）
，
研
究
所
，
大
学
，
企
業
，
国
際
コ
ン
サ
ル
会
社
，
国

際
N
P
O
。
以
上
は
，
国
内
の
み
な
ら
ず
，
海
外
の
企
業
，
N
P
O
，
大
学
な
ど
を
想
定
。

博
士
(グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
)授
与

主
な
入
口
：T
M
G
H
修
士
課
程
（
博
士
前
期
課
程
）修
了
者
及
び
L
S
H
T
M
で
修
士
号
を
取
得
し
た
者

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
適
合
し
た
人
材
育
成
を
実
現
す
る
た
め
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
領
域
で

の
博
士
研
究
の
適
切
な
研
究
領
域
を
選
択
し
，
先
行
研
究
の
十
分
な
精
査
及
び
意
義
の
あ
る
革

新
的
な
研
究
課
題
の
吟
味
・
決
定
，
必
要
な
知
識
と
技
術
の
修
得
，
研
究
を
遂
行
し
社
会
に
公
表

す
る
能
力
を
涵
養
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。

①
研
究
領
域
の
選
択
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
2
-
3領
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
ゼ
ミ
の
修
得
）

先
行
研
究
の
十
分
な
精
査

批
判
的
読
解
能
力
・
発
表
能
力

②
研
究
計
画
作
成
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

意
義
の
あ
る
革
新
的
な
研
究
課
題
を
吟
味
・
決
定

研
究
計
画
書
・
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
作
成
（演
習
）

③
研
究
技
術
修
得
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

実
験
手
技
演
習

疫
学
・
集
団
健
康
学
調
査
手
技
演
習

必
要
な
基
礎
知
識
・
技
術
取
得

（
必
要
に
応
じ
て
追
加
的
に
修
士
授
業
の
聴
講
等
に
よ
る
知
識
獲
得
も
課
す
）

④
博
士
研
究
チ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ョ
ン

博
士
研
究
の
進
捗
に
合
わ
せ
た
討
論
・方
法
と
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク

実
際
の
論
文
作
成
指
導

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

①
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
全
体
を
俯
瞰
す
る
能
力
と
知
識
を
有
す
る

②
国
際
共
同
研
究
や
国
際
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
経
験
を
有
し
，
当
該
共
同
研
究
等
に
お

い
て
主
導
し
て
研
究
・
活
動
す
る
能
力
を
有
す
る

③
成
果
を
公
表
し
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
領
域
の
科
学
研
究
を
推
進
す
る
能
力
を
有
す
る

④
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
，
実
践
に
お
い
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ
る
能
力
を
有
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
分
野
に
お
い
て
，
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
い
，
高
度
に

専
門
的
な
業
務
に
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能
力
と
，
そ
の
基
礎
と
な
る
豊
か
な

学
識
を
備
え
た
人
材
で
あ
り
，
国
際
的
環
境
の
な
か
で
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
分
野
に
お
け
る
国

際
共
同
研
究
・
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
で
き
る
能
力
を
有
し
た
者
で
あ
る
。

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

①
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
領
域
に
お
い
て
、
博
士
レ
ベ
ル
の
研
究
・
実
践
能
力
を
修
得
す
る
た
め
に

必
要
な
基
礎
お
よ
び
専
門
知
識
・
技
術
を
有
す
る
（知
識
レ
ベ
ル
）

②
同
領
域
の
進
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
向
学
心
を
有
す
る
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・精
神
レ
ベ
ル
）

③
博
士
号
取
得
後
に
様
々
な
分
野
と
協
働
し
て
国
際
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
能
力
、
柔
軟
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
（
社
会
性
・
国
際
性
・

能
力
レ
ベ
ル
）
。

1年
次
：
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
演
習
（
必
修
・
４
単
位
）

各
自
の
研
究
課
題
に
関
す
る
よ
り
妥
当
で
質
の
高
い
研
究
方
法
を
立
案
す
る
。
こ
の
能
力

を
獲
得
し
つ
つ
、
研
究
指
導
教
員
の
指
導
の
も
と
、
副
指
導
教
員
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

も
ち
、
体
系
的
な
文
献
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
と
し
て
価
値
が
高
く
具

体
的
な
研
究
計
画
を
立
案
す
る
。

２
年
次
～
３
年
次
：グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
特
別
研
究
（
必
修
・１
２
単
位
）

学
位
論
文
の
研
究
計
画
と
倫
理
手
続
き
を
遵
守
し
、
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
国
際

水
準
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
を
遂
行
し
、
博
士

( グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス

) の
学
位
に
相
応
し
い
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
く
研
究
方
法
・研
究
成
果
の

考
察
を
踏
ま
え
た
学
位
論
文
（
テ
ィ
ー

シ
ス
形
式
） を
作
成
す
る
。

修
了
要
件

１
６
単
位

1年
次
最
終
ク
ォ
ー
タ
ー
：
博
士
研
究
資
格
審
査
（ Q

ua
lif

yi
ng

 E
xa

m
in

at
io

n）

教
員
の
指
導
に

よ
り
、
自
由
科
目

と
し
て
、
修
士
課

程
コ
ー
ス
ワ
ー

ク
を
履
修

３
年
次
最
終
ク
ォ
ー
タ
ー
：
博
士
論
文
審
査
・
最
終
試
験

教授会で承認された者により構成されるAC学務委員会（Academic Committee）を組織する。教授会機
能の強化を図るため，学生毎の研究指導チームを構築～研究計画書審査委員を選定～博士論文審
査委員を選定～修了判定と，入学から学位取得までの全プロセスを管理し，教育・研究・学位の質を担
保する機能を果たす。

1年
次
第
１
ク
ォ
ー
タ
ー
：
研
究
指
導
チ
ー
ム
の
選
定

博
士
課
程
入
学
許
可

教
員
・
学
生
は
、
定

期
的
に
進
捗
状
況

を
AC
へ
報
告

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
と
３
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
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入
学

１
年
次
（
１
～
４
Ｑ
）

２
年
次
（
１
～
４
Ｑ
）

３
年
次
（
１
～
４
Ｑ
）

修
了

コ
ー
ス
マ
ッ
プ
（
指
導
の
教
育
の
質
・
学
位
の
質
等
の
担
保
に
つ
い
て
）

【資料8】



養
成
す
る
人
材
像

〈
修
士
課
程
と
博
士
後
期
課
程
で
養
成
す
る
人
材
（能
力
）の
明
確
な
違
い
に
つ
い
て
〉

博
士
後
期
課
程
で
養
成
す
る
人
材
像

具
体
的
に
は
･･
･

①
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
研
究
員
。
国
際
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
研
究
成
果
を
創
出
。

例
え
ば
，
LS
HT
M
が
複
数
の
大
学
と
共
同
で
推
進
す
る
ワ
ク
チ
ン
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
感
染
症

対
策
介
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

②
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
高
度
専
門
家
。
国
際
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
担
当
。

例
え
ば
，
日
英
が
共
同
で
推
進
す
る
第
3国
に
お
け
る
UH
C推
進
介
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

③
上
記
，
①
，
②
に
か
か
わ
る
よ
う
な
，
国
際
機
関
，
国
内
機
関
（
JI
CA
等
）
，
研
究
所
，
大
学
，

企
業
，
国
際
コ
ン
サ
ル
会
社
，
国
際
NP
O
。

以
上
は
，
国
内
の
み
な
ら
ず
，
海
外
の
企
業
，
NP
O
，
大
学
な
ど
を
想
定
。

大
き
な
違
い
は
，
博
士
後
期
課
程
修
了
者
は
国
際

共
同
研
究
等
に
お
い
て
高
い
次
元
で
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル
ス
教
育
を
受
け
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
，
修

士
課
程
修
了
者
よ
り
も
高
い
レ
ベ
ル
を
設
定
し
て

い
る
。
ま
た
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
わ
る
国

際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
，
多
国
籍
で
多
文
化
な

人
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
当
該
分
野

で
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
博
士
号
を
取
得
（
も
ち

ろ
ん
知
識
レ
ベ
ル
と
し
て
も
博
士
レ
ベ
ル
が
必

要
）
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

修
士
課
程
と
の
違
い

①
学
際
的
か
つ
多
国
籍
な
人
員
で
構
築
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行

に
必
要
な
，
幅
広
い
知
識
と
高
い
語
学
力
（
英
語
）
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

②
定
め
ら
れ
た
期
間
及
び
予
算
の
中
で
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
行
動
計
画
を
策
定
し
，
そ
の
内
容
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
成
員
に

説
明
，
同
調
さ
せ
る
能
力

③
予
期
し
な
い
状
況
及
び
不
確
実
性
に
耐
え
，
当
該
状
況
下
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
意
思
決
定
（
取
捨
選
択
）
を
で
き
る
能
力

基

・
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
分
野
に
お
い
て
，
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
い
，
高
度
に

専
門
的
な
業
務
に
従
事
す
る
に
必
要
な
高
度
な
研
究
能
力
と
，
そ
の
基
礎
と
な
る
豊
か
な
学
識

を
備
え
た
人
材
で
あ
り
，
国
際
的
環
境
の
中
で
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
分
野
に
お
け
る
国
際
共

同
研
究
・
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
で
き
る
能
力
を
有
し
た
人
材
。

・
当
該
領
域
に
お
け
る
実
務
の
推
進
，
研
究
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創
出
又
は
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
い
た
意
思
決
定
な
ど
が
で
き
る
組
織
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
能
力

TM
GH
修
士
課
程
で
は
，
「
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
」
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
主
体
と
す
る
教
育
課
程

を
編
成
し
て
お
り
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
領
域
に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
須
と
な
る

基
礎
的
な
知
識
及
び
研
究
能
力
を
修
得
さ
せ
て
き
た
。
よ
っ
て
，
研
究
（
特
に
国
際
的
な
共
同
研

究
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
へ
の
参
加
経
験
は
導
入
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
，
TM
GH
博
士
後
期
課
程
で
は
，

「
リ
サ
ー
チ
ワ
ー
ク
」
型
の
コ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
，
さ
ら
に
高
い
次
元
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
を
理
論
的
・
実
践
的
に
研
究
・
創
造
す
る
能
力
を
備
え
た
実
践
的
・
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
す
る
た
め
，
本
格
的
な
国
際
共
同
研
究
や
国
際
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
が
可
能
と
な
る
教

育
課
程
を
構
築
す
る
。
博
士
後
期
課
程
で
養
成
す
る
人
材
像
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
全
体
を
俯
瞰
す
る
能
力
と
知
識
を
有
す
る
者

②
国
際
共
同
研
究
や
国
際
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
経
験
を
有
し
，
当
該
共
同
研
究
等
に
お

い
て
主
導
し
て
研
究
・
活
動
す
る
能
力
を
有
す
る
者

③
成
果
を
公
表
し
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
領
域
の
科
学
研
究
を
推
進
す
る
能
力
を
有
す
る
者

④
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
，
実
践
に
お
い
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ
る
能
力
を
有
す
る
者

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
分
野

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
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Ac
ad

em
ic 

Co
m

m
itt

ee
（ A

C学
務
委
員
会
）

TM
G

H
 A

ca
de

m
ic 

Co
m

m
itt

ee
 （A

C 学
務
委
員
会
）に
つ
い
て

（グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
特
別
研
究
）国
際
共
同
研
究

１
年
次

２
～
３
年
次

出
願
時

:出
願
者
と
教
員
の
面
談
等
に
よ
り
主
指
導
教
員
の
内
諾
を
得
る
。

学
生

教
員

学
生

教
員

学
生

教
員

入
学
選
抜
試
験

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
て
，
入
学
選
抜
試
験
を
実
施
す
る
。
試
験
官

等
の
選
考
も
実
施
し
，
T
M
G
H
博
士
後
期
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
耐
え
う
る

入
学
者
の
レ
ベ
ル
を
担
保
す
る
。

学
生

教
員

教
員

教
員

学
生

教
員

教
員

教
員

学
生

教
員

教
員

教
員

学
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
の
研
究
指
導
チ
ー
ム
を

構
築
し
教
授
会
に
報
告
す
る
。
学
生
が
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
領
域
に
お
い

て
国
際
共
同
研
究
等
に
よ
り
卓
越
し
た
博
士
論
文
作
成
が
可
能
と
な
る
研

究
指
導
チ
ー
ム
を
構
築
。

研
究
指
導

チ
ー
ム
の
決
定

研
究
計
画
書
発
表
・審
査
委
員
会

研
究
計
画
書
審
査
委
員
会
に
お
け
る
審
査
員
の
選
定
。
審
査
委
員
会
の
結

果
報
告
の
精
査
を
行
う
。

①②③

国
際
共
同
研
究
等
に
お
け
る
行
動
計
画
の
策
定

⑤

研
究
計
画
，
行
動
計
画
の
策
定
・
審
査
・
進
捗
管
理

国
際
共
同
研
究
等
の
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
と
な
る
以
下
の
能
力
を
修
得
さ
せ
る

た
め
，
A
C
学
務
委
員
会
は
，
研
究
計
画
書
を
策
定
さ
せ
，
当
該
計
画
の
事
前

審
査
（
Q

ua
lif

yi
ng

 E
xa

m
in

at
io

n）
，
進
捗
管
理
（
原
則
と
し
て
6
ヶ
月
毎
に

プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
る
）
，
最
終
審
査
（
発
表
会
含
む
）
を
実
施

し
て
教
育
の
質
を
担
保
す
る
も
の
と
す
る
。

事
前
審
査
は
，
1
年
次
終
了
時
（
９
月
）
に
実
施
し
，
進
捗
管
理
は
参
画
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
異
な
る
が
，
原
則
と
し
て
6
ヶ
月
毎
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ

る
。
最
終
審
査
は
，
博
士
論
文
の
基
と
な
る
研
究
が
終
了
し
た
時
点
で
実
施

す
る
も
の
と
す
る
。

1.
学
際
的
か
つ
多
国
籍
な
人
員
で
構
築
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
に
必
要
な
，
幅
広
い

知
識
と
高
い
語
学
力
（
英
語
）
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

2.
定
め
ら
れ
た
期
間
及
び
予
算
の
中
で
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
計
画
を
策

定
し
，
そ
の
内
容
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
成
員
に
説
明
，
同
調
さ
せ
る
能
力

3.
予
期
し
な
い
状
況
及
び
不
確
実
性
に
耐
え
，
当
該
状
況
下
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
意

思
決
定
（
取
捨
選
択
）
を
で
き
る
能
力

国
際
共
同
研
究
等
に
実
際
に
参
画
す
る
こ
と
で
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
領
域
に
か
か
る
高
い
専
門
性
と
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
必
要
な
能
力
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
領
域
に
か
か
る
専
門
性
は
，
実
際
に
国
際
共
同
研
究
等
に
参
画
す
る
中
で
，
主
指
導
教
員
を

中
心
と
し
た
研
究
指
導
チ
ー
ム
に
よ
る
指
導
に
よ
り
修
得
す
る
。
左
記
し
た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
能
力
は
，
自
己

で
作
成
し
た
研
究
計
画
の
中
で
，
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
算
執
行
計
画
等
の
行
動
計
画
を
策
定
し
，
AC
の
評

価
を
受
け
，
さ
ら
に
活
動
中
に
予
期
し
な
い
事
象
に
よ
り
当
該
計
画
に
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
，
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
，
研
究
計
画
を
修
正
す
る
と
共
に
，
当
該
修
正
内
容
と
対
応
を
レ
ポ
ー
ト
と
し

て
作
成
し
，
AC
学
務
委
員
会
に
提
出
す
る
。
ま
た
，
参
画
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
の
実
施
計
画
に
変
更
等
が
発
生

し
た
場
合
，
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
及
び
指
導
教
員
が
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
，
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
が
実
施
計
画
の
変
更
の
た
め
に
実
施
し
た
判
断
及
び
対
応
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
，
当
該
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
及
び
指
導
教
員
，
AC
学
務
委
員
会
に
提
出
す
る
。

論
文
審
査
及
び
修
了
判
定
を
実
施
す
る
。
論
文
審
査
に
お
け
る
主
査
及
び
副

査
を
選
定
し
，
審
査
員
に
よ
る
審
査
結
果
の
精
査
を
実
施
し
，
教
授
会
に
報
告

す
る
こ
と
に
よ
り
学
位
の
質
を
担
保
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
演
習

に
よ
り
系
統
的
文
献
レ
ビ
ュ
ー

を
行
い
，
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス

研
究
と
し
て
十
分
に
独
創
性
と

科
学
的
妥
当
性
を
有
し
，
実
施

可
能
な
研
究
計
画
を
立
案
す
る

学
生
は
，
AC
学
務
委
員
会
が
選
定
し
た
審
査
委
員
よ
り
，
下
記
の
基
準
に
沿
っ
て
審
査
を
受
け
る
。

①
当
該
学
術
専
門
領
域
の
専
門
家
に
よ
る
詳
細
な
査
読
に
応
え
，
し
か
る
べ
き
学
術
誌
の
掲
載
に
値
す
る
独
創

的
研
究
を
遂
行
し
，
当
該
専
門
領
域
に
新
た
な
知
見
と
解
釈
を
生
み
出
す
能
力
を
有
す
る
こ
と

②
当
該
学
術
専
門
領
域
の
最
新
知
識
を
体
系
的
に
十
分
理
解
し
，
獲
得
し
て
い
る
こ
と

③
当
該
学
術
専
門
領
域
に
新
た
な
知
見
，
応
用
法
，
あ
る
い
は
解
釈
を
も
た
ら
す
研
究
を
構
想
，
設
計
，
遂
行
し
，

予
期
し
な
い
問
題
に
直
面
し
た
際
，
研
究
設
計
を
修
正
す
る
た
め
の
幅
広
い
能
力
を
有
す
る
こ
と

④
研
究
及
び
高
度
な
学
術
調
査
に
応
用
可
能
な
技
術
に
対
す
る
深
い
理
解
を
有
す
る
こ
と

※
入
学
選
抜
試
験
に
お
い
て
，
書
類
審
査
，
外
国
語
検
定
試
験
，
面
接
を
実
施
し
，
高
い
意
欲
と
英
語
力
，

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
た
学
生
を
選
抜
す
る
。

⑤ ④
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博士後期課程グローバルヘルス専攻　学務スケジュール　及び　AC学務委員会等の役割について

学年
学期
時期

学務事項 指導教員 教授会

1Q
12月

学生の研究テーマ
に沿って、副指導
教員を選考する。

2Q
1月

研究指導チーム
　・主指導教員　１名
　・副指導教員　２名以上

4Q
9月

再審査

1Q
10月

2Q
3月

3Q
5月

3年
4Q
9月
上旬

修了判定

　　　AC学務委員会から
　　　報告があった、修了
　　　判定案を審議・決定
　　　し、学長に上申する。

　　　AC学務委員会から
　　　報告があった、論文
　　　審査員を審議・決定
　　　する。

－

論文審査
最終試験

4Q
6月
～9
月

3年

学生と指導教員の面談等
により、主指導教員の内諾
を得る

　　　　研究計画書審査員を選定する。
　　　　審査委員会の結果報告について
　　　　精査を行い、結果を教授会に
　　　　報告する。
　　　　また、再提出の必要があれば、
　　　　研究指導チーム及び学生に研究
　　　　計画の変更等を指示する。

　　　AC学務委員会から
　　　報告があった、研究
　　　指導チームを審議・
　　　決定する。

　　　入学者選抜試験の
　　　合否判定を行い、
　　　学長に上申する。

　　　AC学務委員会から
　　　報告があった、審査
　　　結果を審議・決定す
　　　る。

論文審査会の審査結果にかかる精査
及び単位修得状況等を踏まえ、修了
判定案を作成し、教授会に報告する。

試験官を選考し、入学選抜試験
を実施する。
試験結果を教授会に報告する。

1年

1年

2～3
年

　　　　　入学前に学生が内諾を得て
　　　　　いた主指導教員と協議し、
　　　　　学生の研究テーマに沿った
　　　　　ベストマッチングな研究指導
　　　　　チームを構築し、教授会に
　　　　　報告する。

研究計画書審査委員会
AC学務委員会に選定された
委員により審査会を実施し、
結果をAC学務委員会に報告。

論文審査会
AC学務委員会に選定された
審査員により審査・試験を実
施し、結果をAC学務委員会に
報告する。

修了判定までに論文審査又は
最終試験に合格しなかった者
における再試験は10月以降に
実施する。

1Q
10月

4Q
8月

1年

研究指導チームは
学生の研究計画書
の予備審査を実施
する（問題が無けれ
ば押印の上、学生
にAC学務委員会に
提出させる）。
また、AC学務委員会
からの報告に基づき、
研究計画の修正等
を実施する。
再審査となった場合
翌9月までに修正し、
AC学務委員会に
提出する。

　　　　　AC学務委員会は、再提出され
　　　　　た研究計画書を審査し結果を
　　　　　教授会に報告する。

研究の進捗管理（学生に、原則として6ヶ月毎
にプログレスレポートを提出させる），最終審
査（発表会含む）を実施して教育の質を担保す
るものとする。
進捗管理は参画するプロジェクトにより異なる
が，原則として6ヶ月毎にレポートを提出させ
る。最終審査は，博士論文の基となる研究が
終了した時点で実施するものとする。

論文審査員（主査及び副査）を選定し
教授会に報告する。

AC学務委員会

研究の進捗管理

博士研究資格
審査（研究計画
書審査委員会）

研究指導チーム
の決定

入学者選抜試験

入学前

博士研究資格審査に合格
した学生の研究指導を実施
する。

試験結果報告

結果報告

協 議

決 定

結果報告

報告・指示

結果報告

結果報告

決 定

再提出 結果報告

提 出
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グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル

ス
専

攻
と
国

際
連

携
専

攻
（J
D
）と

の
違

い
に
つ
い
て

熱
帯
医
学
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
が
教
育
研
究
の
中
心
と
す
る
の
は
，
熱
帯
医
学
を
基
礎
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
で
あ
り
，
国
際
舞
台
の
現
場
で
活
躍
で
き
る
人

材
を
養
成
す
る
。
つ
ま
り
，
国
際
連
携
専
攻
で
は
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
専
攻
で
あ
っ
て
も
，
そ
の
名
の
と
お
り
基
本
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
教
育
体
系
を
構
築

す
る
必
要
が

あ
り
，
今
回
設
置
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
専
攻
と
国
際
連
携
専
攻
は
教
育
内
容
が
近
い
も
の
と
な
る
。
た
だ
し
，
国
際
連
携
専
攻
に
つ
い
て
は
，
こ
ち
ら
も
そ
の
名
の
と
お
り
，
グ

ロ
ー
バ

ル
化

さ
れ

た
教

育
内

容
を
構

築
す
る
こ
と
と
な
る
が
，
LS
HT

M
と
共
同
で
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
か

ら
，
必

ず
LS
HT

M
の
教
員
が
研
究
指
導
に
参
画
す
る
こ
と

及
び
TM

G
Hと

LS
HT

M
，
引
い
て
は
日
英
の
連
携
を
推
進
す
る
人
材
の
養
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
言
え
る
。

グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル

ス
専

攻
国

際
連

携
専

攻
（
JD

）

学
位

D
oc

to
r o

f P
hi

lo
so

ph
y

博
士

（
グ
ロ
ー
バ
ル

ヘ
ル

ス
）

〈
長
崎
大
学
長
及
び

LS
H

TM
学
長
の
連
名
に
よ
る
学
位
〉

D
oc

to
r o

f P
hi

lo
so

ph
y

博
士

（
グ
ロ
ー
バ
ル

ヘ
ル

ス
）

人
材

養
成

像
・
国

際
共

同
研

究
等

に
お
け
る
高

い
次

元
で
グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル

ス
を
理
論

的
・
実
践
的
に
研
究
・創

造
す
る
能
力
を
備
え
た
実
践
的
・社

会
的
リ
ー

ダ
ー
の

養
成

。

・
国

際
共

同
研

究
等

に
お
け
る
高

い
次

元
で
グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル

ス
を
理
論

的
・

実
践

的
に
研
究
・
創
造
す
る
能
力
を
備
え
た
実
践
的
・
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
。

・
Ｔ
Ｍ
Ｇ
Ｈ
及
び
Ｌ
Ｓ
Ｈ
Ｔ
Ｍ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
，
ひ
い
て
は
日
英
の
連
携
を
よ

り
強
固
な
も
の
へ
推
進
す
る
能
力
を
持
っ
た
学
生
の
養
成
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
国
際
共
同
研
究
等
に
実
際
に
学
生
が
参
加
す
る
中
で
指
導
を
受
け
る
。

・
修
了
単
位

16
単
位
。

・
日
本
国
内
の
企
業
等
と
の
共
同
研
究
や

LS
H

TM
以
外
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
，
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
王
立
熱
帯
医
学
研
究
所
等
）
と
の
共
同
研
究
に
参
画

・
学
生
が
参
加
す
る
国
際
共
同
研
究
及
び
将
来
的
に
実
施
す
る
研
究
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
と
ん
ど
は

TM
G

H
と

LS
H

TM
が
共
同
で
実
施
す
る
も
の
を
想
定

し
て
お
り
，
日
英
が
共
同
で
推
進
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
実
践

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
推
進
す
る
能
力
を
養
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。

・
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
た
め
授
業
科
目
と
し
て
の
単
位
を
課
さ
な

い
。

入
学

選
抜

試
験

・
面
接

・
外
国
語
検
定
試
験
（
IE

LT
S6

.5
相

当
）

・
書
類
審
査

・
外

国
語

検
定
試
験
（
IE

LT
S7

.0
相
当
）

・
書

類
審

査
※

必
要
に
応
じ
て

JA
C
の
面
接

研
究

指
導

体
制

・
チ
ー
ム
型
研
究
指
導
体

制

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
の
３
大
構
成
要
素
と
で
も
言
う
べ
き
３
つ
の
異
な
る
分

野
（
臨
床
，
公
衆
衛
生
，
ラ
ボ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
）
を
専
門
と
す
る
主
指
導

教
員

及
び
副

指
導

教
員

か
ら
指

導
を
受

け
る
。

・
チ
ー
ム
型
研
究
指
導
体
制

グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル

ス
の
3大

構
成
要
素
と
で
も
言
う
べ
き
3つ

の
異
な
る
分
野
（
臨

床
，
公
衆
衛
生
，
ラ
ボ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
）
を
専

門
と
す
る
主
指
導
教
員
及
び

副
指

導
教

員
か

ら
指
導

を
受
け
る
。

国
際
連
携
専
攻
に
つ
い
て
は
，
上
述
の
3分

野
に
加
え
，
LS
HT

M
の
強
み
で
あ

る
グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル

ス
政

策
や

医
療
経

済
等

も
含
め
，
指

導
教

員
の
う
ち
１
名

は
必

ず
LS
HT

M
の
教
員
が
担
当
す
る
。

特
記

事
項

・
LS

H
TM

以
外
の
大
学
と
の
共
同
研
究
に
参
画
を
希
望
す
る
場
合
や
，
長

期
で
の
英
国
留
学
が
難
し
い
学
生
の
受
入
が
可
能
。

・
LS

H
TM

に
所
属
す
る
教
員
か
ら
の
直
接
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

・
グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル

ス
領
域

に
お
け
る

LS
H

TM
の
評
価
は
世
界
的
に
高
く
，
両

校
学
長
の
連
名
に
よ
る
学
位

を
取
得
が
で
き
る

【資料12】



熱
帯
医
学
コ
ー
ス

国
際
健
康
開
発
コ
ー
ス

ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
専
攻

熱
帯
医
学
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
修
士
課
程
（
博
士
前
期
課
程
）

・
コ
ー
ス
の
概
要

熱
帯
地
・
途
上
国
の
臨
床
現

場
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る

臨
床
能
力
と
、
応
用
研
究
を

実
施
す
る
た
め
の
基
礎
的
研

究
能
力
を
教
授
す
る
こ
と
を

主
眼
と
す
る
。

・
コ
ー
ス
の
概
要

国
際
保
健
/G
H
の
現
場
に
お

け
る
実
務
専
門
家
（
国
際
機

関
職
員
等
）
に
必
要
と
さ
れ

る
実
践
的
能
力
を
教
授
す
る

こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

・
コ
ー
ス
の
概
要

熱
帯
医
学
、
国
際
保
健
/G
H

の
あ
る
特
定
領
域
に
お
け
る

応
用
研
究
を
実
施
す
る
た
め

の
基
礎
的
研
究
能
力
を
教
授

す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

既
設
修
士
課
程
と
の
関
係
【資料13】



LACS
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